第23回　施設処遇検討会議　議事録

H19.9.17　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・秋山S.G.M・清水S.G.M・佐々木・山口・三浦・山田・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・小坂・小松・原・下平）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：三浦

議題

１：中居　美津子様（青明舎利用者様）の処遇について

２：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

３：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

１：中居　美津子様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

自室の整理と掃除について

　＜介入方法＞

· 本人と面談を行い、具体的な日を決めて整理や掃除を一緒に行う。

· 荷物の整理や、いる物といらない物の処理について本人と話し合う。

· 災害時やストーブを使う際に今のままでは非常に危険であることを説明し、本人が自室の整理が必要であると思うよう意識付けを行う。

＜評価＞

今年5月に引越しが完了したものの、自室の整理が出来ず、引越しの際にダンボールに入れた衣類がそのままの状態で数個部屋の中におかれており片付けられずにいる。姉が定期的に本人宅へ訪問し掃除を促すことで、本人も掃除をしなければならないという気持ちになりここまでやってきた様子だが、まだまだダンボールの衣類が片付かない。居間以外にも水場（流し場・洗濯機周辺）にもダンボールに入った衣類がある状態で、湿気でカビ臭いにも関わらず、カビが生えていないと本人は片付けの動機付けが図られていない。今後青明舎スタッフが介入し、自室の荷物整理を行っていくが、男性スタッフのみであれば衣類の整理など難しいことも考えられるため、女性スタッフの訪問や、姉へ働きかけることも検討しなければならない。また、本人が問題点についてどう感じているのか（スタッフへ部屋の掃除に協力して欲しいのか、遠慮しているのか、拒否しているのか･･･）を明確にしながら、本人へ掃除の意欲を持たせ、必要であればスタッフが介入していくことが必要である。

また、以前問題点となっていた特定男性に対して好意を持ち、そのことで頻回に電話や男性宅訪問していた件については、現在も定期的に金曜日・土曜日の夜間に電話連絡をしている様子だが、男性は以前よりストレスに感じてはいない様子。

２：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①目標に取り組む意欲の維（青風荘での生活目標の達成）

　＜介入方法＞
· 短期間での取り組みは効果が見られるが、長期的な取り組みとなると意欲が維持できない為、段階的な目標設定と振り返り・評価を行いながら本人の意識と意欲を維持していく。

· 評価していくことで、本人への自信へつなげ、不安感や動揺を軽減していく。

②青山荘への移行時期

　＜介入方法＞

· 以前にもちょっとしたストレス・環境の変化や他者の言動に西遊されて、病状の悪化が見られており、本人の体調や言動を確認し主治医とも相談しながら移行をすすめる。
· 本人の不安感や緊張、気分の高揚時には自ら振り返れるように働きかける。
· 関係機関で情報共有し、スムーズな移行を図る。
＜評価＞

　　就労を目指していることからも、青山荘再入所については本人も保護者の叔父も入所希望している。現在は少しずつ青山荘入所に向けた取り組みにも意欲が見られていることからも、今後も現在の取り組みを継続しながら支援を行っていく必要がある。しかし、起床困難であるという自らの問題点から服薬時間を19時半に早めすぐに就床してしまうことや、薬（眠剤）に対する固執した考えを持つことで、起床困難である理由付けにしてしまうことがある。また、環境の変化に脆く、ストレスとなることですぐに病状不安定となってしまうため、青山荘入所時期や入所決定後の本人への報告時期などを考慮し、不安の軽減を図りながら支援を行っていかなければならない。加えて青山荘入所後に考えられる問題点としては、他利用者からの影響を受けやすい・自己評価が高いことであるが、現在の生活でも必要最低限の日課は行うことが出来ている様子。今後も継続し、1週間ごとに振り返りを行いながら本人へ意欲を継続して持たせ青山荘入所へと繋げていく。

３：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：知的障害（IQ63）　　　　合併症：糖尿病

　＜問題点＞

①職員がかかわりを持つほど依存的となる。

　＜介入方法＞

· デイケアや日課の拒否に対して最低限のかかわりはするが積極的な促しは行わず、自室から出てこない時には、職員から本人に頻繁な声かけはしない。

· デイケア通所、日課の遂行は当然のことと捉えてもらうため、上記について出来たときは、青山荘ではほめたり評価せず、活動内容を聞くにとどめる。その代わり、デイケアスタッフには通所できたことを評価してもらうようお願いする。

＜評価＞

　日課に対する拒否や、デイケア通所拒否など再度前回入院時前のように拒否が強くなることや、担当職員に対する依存が強い事からも、職員からの積極的な促しや関わりを持たずにいた。声をかけられなくなったことで、「デイケアスタッフの方が関わりを持ってくれる」「最近声をかけてくれなくなって寂しい。だからデイケアに行けば声をかけてくれるかもしれない」と自主的にデイケアへの通所を行うようになったことからも、今後も様子観察しながら、現在の関わり方でスタッフ統一した介入を行っていくこととする。職員や夫から指摘・注意されたことや、指導内容、説明などその場で理解している様子でも、頭に入っておらず目前の利益や楽しみに捉われ、制限が効かなくなってしまう。そのため、教育的指導が必要となると同時に条件づけた支援を行う必要もある。自分の思い通りになるまで訴えることや、欲求が通らない際に泣きながら大声で訴えることがあるため、全て自分の思い通りになるわけではないということを理解してもらう為にも条件づけを行い、本人の楽しいという認識を少し変えることも重要である。社会常識を体験を通して教え、本人が希望する自宅での生活を目標としながら夫も巻き込んで少しずつ関わりの中で本人が意欲や張りを持って生活できるよう支援を行っていく。

